
（別紙３）

～ 令和７年　１０月　２４日

（対象者数） 19 （回答者数）
12

～ 令和７年　１０月　２４日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

特性や年齢に応じて、児童が満足でき、地域の中で児童

をもっと知ってもらえる活動を更に検討する

・行事に地域住民を招待し、児童が接待する

・作品展への出品　など

2
個々に必要なスキルをしっかり把握し、経験とトレーニン

グを積んでいく

3

①今後も継続して参加し、経験するよろこびや楽しさを

　心身ともに味わえるようにしていく

②放課後等デイのイベントに、グループ施設の利用者様

　を招待する等

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

①地域、近隣地域の学校や、公民館などに、当事業の

　活動や取り組みを、もっと知ってもらうこと

②機関紙やHPを通じて、発信する

③地域の場所の活用、地域の方の読み聞かせなど、地域

　を意識した活動は少しずつ増えてきている。

2
①今後も親子活動、保護者参加型のイベントを企画する。

　その際に、保護者交流の時間も作りたい。

3

①定期的に実施する避難訓練や、災害時の対応を、活動に取り

　入れ、日々の活動記録に加え、機関紙やＨＰを通じてもっと

　発信する。

②「防災訓練」が、利用児の印象に残りやすくなるよう、活動

　の方法に工夫をする。

　→11/15　防災の学習（非常食を実際に作る等）を実施した

○事業所名 放課後等デイサービス事業所　まがたま

○保護者評価実施期間
令和７年　１０月　４日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１０月　４日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　１１月　１０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

非常時の対応、防災訓練等についての説明が不足して

いる

①実際に防災訓練は行なっている。しかし、イベントや

　日々の活動は伝わっているようだが、訓練に関しては

　情報が伝わりにくい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流

①活動の中に、地域の資源（人、場所）を有効に活用

　するため、地域住民による読み聞かせや、地域の神社、

　スーパー、畑、廃校後の体育館等を組み込むよう努め

　てはいる。

②しかし、一緒に遊んだり、イベント等で実際に子供同士

　がふれあうところまではできていない。

保護者同士の交流

①働いておられる保護者がほとんどで、日時の設定が難

　しい。

②在籍する学校や、住んでいる地域も異なり、スケジュー

　ルの調整も難しい。

自然も人も、恵まれた地域資源の中で、四季を感じ、人のや

さしさを感じながら療育できる。

また、施設を出るとすぐに自然の中で遊ぶことができる。

①屋外活動や、身体を動かす活動を積極的に取り入れ

　ている。

②自然環境を生かし、季節を感じる活動を、四季を通

　じて取り入れている。

③地域住民による、絵本の読み聞かせ

④地域の旧校舎の体育館の活用

⑤施設を出るとすぐに、自然の中で遊ぶことができる。

将来を見据え、日々の生活に直結して役立つ支援も取り入れ

ている。

①お金の使い方や、外出時（お店、観光地、公共交通等）

　のマナーなど、将来の生活、社会で必要な能力が身に

　つくよう取り組んでいる

　・自分で乗車券を買って電車に乗車

　・お金の支払い

　・観光地や人混みの中での行動　など

事業所間で交流できる機会がある。

グループ施設のお祭り等、イベントに参加することで、様々

な年代の方、障がいをお持ちの方とふれあい、日頃経験する

ことのない経験ができる

　・作品の出品、ハロウィンで仮装行列、訪問、グループ

　　内職員の特技を活かした子供向けプログラム等

事業所における自己評価総括表公表


